
家庭廃棄物の処理手数料の推移

H21審議会提出資料提示数値← 収集全面委託 大山町受入 境港市受入

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度 ３７年度 ３８年度 ３９年度

1,318,311 1,409,127 1,346,511 1,325,617 1,145,912 1,090,399 1,085,132 1,148,154 1,176,906 1,179,758 1,164,211 942,180 971,872 1,021,465 1,016,395 1,035,271 1,043,817 1,031,695 1,036,786 1,020,642 1,040,988 1,042,315 1,043,175

53,571 57,485 43,846 40,996 56,886 59,777 46,120 46,395 71,521 74,896 69,019 153,469 150,903 153,291 153,888 155,300 155,300 77,650 51,767 51,767 51,767 51,767 51,767

1,264,740 1,351,642 1,302,665 1,284,621 1,089,026 1,030,622 1,039,011 1,101,759 1,105,385 1,104,862 1,095,192 788,711 820,969 868,174 862,507 879,971 888,517 954,045 985,019 968,875 989,221 990,548 991,408

38,544 44,832 30,605 30,703 29,570 29,358 29,631 29,577 29,200 28,441 28,188 27,634 27,372 27,235 27,099 26,964 26,829 26,695 26,561 26,429 26,296 26,165 26,034

164.1 150.7 212.8 209.2 184.1 175.5 175.3 186.3 189.3 194.2 194.3 142.7 150.0 159.4 159.1 163.2 165.6 178.7 185.4 183.3 188.1 189.3 190.4

82 75 106 105 92 88 88 93 95 97 97 71 75 80 80 82 83 89 93 92 94 95 95

＜５年平均＞（円） 0 0 0 0 0 0 95 93 91 92 94 90 87 84 80 77 80 82 85 87 90 92 93

　資料 ３

5ｋｇ当たりの経費×50％（円）

　　　　　対象経費　　　　（千円）

　　　　収　入　　　　　　（〃）

対象経費－収入　　（千円）
対象となるごみ量　（ｔ）

経費/ごみ量（5ｋｇあたり、下１桁円）

平成19年4月～：有料化 4月～：消費税率改定（8%） 11月～：小型家電回収開始 4月～：境港市受入、クリーセンター基幹改良工事（～H31） 4月～：大山町受入 平成30年度以降は推計値 4月～：収集運搬全面委託 4月～：クリーセンター長期包括委託（～H43） 10月～：飛灰再資源化開始 対象経費－収入 対象となるごみ量 処理手数料 40 80 120 
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対象経費－収入  （〃） 対象となるごみ量 （ｔ） 
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5kgあたりの額（50%負担時） 5年間の平均 

平成19年4月～：有料化 4月～：消費税率改定（8%） 
11月～：小型家電回収開始 

4月～：境港市受入、クリーセンター基幹改良工事（～H31） 

4月～：大山町受入 

平成30年度以降は推計値 

4月～：収集運搬全面委託 

4月～：クリーセンター長期包括委託（～H43） 

○平成１９年度は前年度の反動もありごみ

の量が大きく減少しました。その後もごみの

量が増加する「リバウンド」は見られず、計

算上処理手数料が増加しました。 

平成２１年度～ 

○経費の減少とごみの

量の安定傾向が見られ

ます。計算上の処理手

数料もほぼ横ばいとな

りました。 

10月～：飛灰再資源化開始 

平成２８年度～ 

○溶融処理休止による処理経

費の減少や、境港市のごみ受

入に伴う処理経費が効率化と

売電収入の増加により、計算

上の処理手数料も減少しまし

○平成３４年度以降は、対象となる経費の合計は横ばい傾向とな

るものの、電気の固定価格買取制度の終了に伴い収入が減少す

るため、対象経費は上昇することが見込まれます。 

○そのため、計算上の処理手数料も増加が見込まれます。 
 

対象経費－収入 

（青線、千円） 

対象となるごみ量 

（赤線、トン） 

処理手数料 

（棒グラフ、円） 
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平成２４年度～ 

○処理・処分費の増加が見

られます。計算上の処理手

数料も上昇しました。 
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